
フューチャー・アースのファンディング戦略

課題解決型戦略研究

国際協働・協調
研究

Future Earth 本部

基礎研究・基盤研究

国際的取組

各国の
取組

ベルモント・フォーラム

NSF(米) RCUK(英)

主要先進国等のファンディング機関が参加。
科学委員会の議論も踏まえつつ、BFとし
て研究テーマを決め共同公募。多国間の
共同研究に対し迅速に予算配分。

＜フラッグシップモデル＞

ガバニング・カウンシル

科学委員会 ｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会

MEXT/JST(日)

１８名の科学者により構成

当面、アライアンス(ICSU, ISSC, 
UNESCO, UNU, WMO, UNEP, 
BF, IGFA)が代行

国連、産業界、NPO等の関係者も参画
ベルモント・フォーラム以外の多国間の
多様な協働活動についても視野

FEとして取り組むべき研究課題を設定

各国の取り組みを後押し

各国における戦略的研究
地球規模の持続可能性に関する戦略的研究
・課題解決型
・人文・社会科学を含む分野横断研究

各国における基礎・基盤研究
・各分野の基礎研究・人材育成
・地球観測の基盤整備
・地球環境情報の収集・分析基盤の強化

各国のボトムアップの研究基盤の強化を後押し

DFG(独)

MoES(印)

FAPESP(伯)RFBR(ロ) NRF(南ア)

ANR(仏)

CSIRO(豪)

課題例：
・水のセキュリティ
・海岸の脆弱性

方針提示・コーディネート

フラッグシップ

基盤強化

戦略研究の加速

Future Earthのファンディング戦略
本部が取組べき研究課題を設定し、またフラッグシッ
プとなる国際協働研究を推進することによって、各国
の持続可能性に関する戦略的研究の推進をエンカ
レッジし、またこれを支える基盤の強化を促す。
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